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近年、電力システムを取り巻く状況は大きく変化し、電力機器に求められる性能も変化してい

る。そのような背景下、高電圧/高電界現象の理解とその制御が重要となる。著者は、ポッケルス

効果・カー効果を用いた各種センサの開発、屈折率変化に着目したプラズマ中の電子密度測定、

X 線や THz 波を利用した絶縁材料中のトリー可視化技術など、光を用いた電位、電界、電荷の測

定法の開発に従事してきた。近年の計測技術を紹介する。 

ポッケルスセンサに関しては、センサを被測定空間に挿入してその電界や電圧を測定する手法

がよく用いられる。高電圧測定への適用を目指した 1MV 級高電圧直接測定器の開発、インバータ

駆動回転機のコイル端の電位分布測定へのポッケルス表面電位計の適用など、電力機器の保守運

用、開発の現場への適用を視野にいれたセンサが開発されるに至っている。その一方で、沿面放

電電位分布高時間・空間分解測定など、放電機構の解明に向けての基礎的なパラメータの測定に

も適用されている。高電圧化、ハンドリングの向上、高時間・空間分解能の達成、逆問題を解く

ことにより電荷密度分布計測への応用などが近年の研究トピックである。 

カー効果を利用した電界センサに関しては、絶縁媒体そのもの持つのカー効果を利用した「非

接触測定」が主流である。変圧器の絶縁油/プレスボード絶縁における電界測定は古くからおこな

われているが、電界計測技術の測定感度は確実に向上しており、気体のカー効果を測定するに至

っている。量子化学計算により、中性気体分子のみならず、イオンのカー定数の算出に成功して

おり、電離度の高いプラズマ中の電界計測への応用も期待される。 

一方、不透明である固体絶縁材料に「光を用いた計測」を適用した研究例は残念ながら多くは

なかったが、近年、光源やディテクタの開発が進んだことにより、テラヘルツ波や、X 線を用い

てポリエチレンの応力分布測定や、エポキシ樹脂中の電気トリー測定など、絶縁物内部の計測も

可能になりつつある。今後は、高分解能化、高感度化が課題であろう。  
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